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交わりの場としての戸塚教会 

 

担当司祭 田丸 篤 

戸塚教会では、３月３日（日）１０時ミサの後、

交わりの場としての戸塚教会というテーマで四旬節

の練成会を行います。互いに共に集まって、イエス

様がどのような教会を私たちに望んでおられるのか

を心にとめる練成会にしたいと思っています。私た

ちは、洗礼の恵みを通して神様の呼びかけに応え働

く使命をいただいています。信徒、修道者、司祭が

それぞれに望まれている役割を心に刻み、ばらばら

ではなく協力しながら共に歩めたらと願っています。

教会を共に集う場として捉えても、様々な理由や事

情で集うことができないたくさんの方々がおられま

す。そのような方々の存在も大切にしながら、私た

ちがこれからどうあったらよいのか、心を開いて互

いに交わりながら意見交換する場にしたいと思いま

す。 

新しい年を迎えて私は「元気になる」「元気になれ

る」教会ということを大切にしたいと思いました。

「元気になる」「元気になれる」教会とはどのような

教会を意味するでしょうか。教会の中で人々と交わ

ることができる。互いに挨拶を交わしたり、言葉を

掛け合ったり、一緒に協力して働くことができた

り。そのような暖かい交わりを通して元気をもらえ

ることはあると思います。同時に私は本当の元気

は、私たち一人ひとりがイエス様とつながり、イエ

ス様と対話し、イエス様と心を合わせる体験を通し

て味わっていくものではと思います。私は朝起きた

時、最初に天の父とイエス様と聖霊に今日も一日共

にいてくださるように願い心を向けます。洗面を済

ませて小聖堂へ行き、十字架像のイエス様を仰ぎな

がら自由にイエス様と対話する時間を持っていま

す。その時間が私にとっては心地よく、その時間を

取っているおかげで一日いろんな事があっても頑張

ることができています。本当の元気はやはりイエス

様としっかりつながることからいただくものである

ことを日々実感しています。皆さんは小聖堂まで足

を運ぶことは簡単ではないかもしれません。それで

も自分の場所でイエス様を意識して、イエス様と共

にいることができる時間を大切にしてほしいと思い

ます。５分間であってもイエス様の存在を意識し

て、自分がイエス様と共にいることを思って、自分

の飾らない思いをイエス様に伝えてほしいと思いま

す。私はその実践を積み重ねていくなら、イエス様

は必ず心にうながしを与えるかたちで応えてくださ

ることを信じます。現代という時の中でもイエス様

は生きて私たちのために働き続けておられます。直

接声を聞くことができなくても、またお姿を見るこ

とができなくても、イエス様はいつも共にいてくだ

さいます。そのイエス様を大切にするよき仲間とし

て今年一年共に歩んでいきましょう。 
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★★信徒の声★★ 

 

名曲の散歩道（ドイツⅡ）―べートーウ“ェン、シューベルトー 

 

T I 

シューベルトの“野ばら”は、本来、人々に感銘を与

えるゲーテによる美しい詩があり、この詩文に秘め

られたゲーテの想いに感動したシューベルトが 1818

年に、この詩を歌詞として作曲した歌曲です。この

深い詩文のたとえからは、小年のはかない願いと可

愛いバラの初々しい想いとの微妙で繊細な対話と対

立の中で人は様々な感想を読みとることでしょう！ 

ベートーウ“ェンの”自然における神の栄光“は文字

通り、神の栄光をほめ讃える賛美の歌であり。名曲

として広く歌われております。 

 

（１） 自然における神の栄光（べートーウ“ェン） 

ゲレルトの詩による六つの歌の 1 曲、ベートーウ“ン

歌曲の中で最も知られている名曲であり、広く歌唱

されている。ゲレルトの詩（歌詞）は、次の通り。 

天は神のとこしえの栄光を讃え、天の響きは神の

名を後世に伝える。 

大地の隅々までが神の名を讃え、大洋もまた神の

名を誉め讃える。 

人類よ大地と大洋の神の言葉を聞け！ 

 

誰が天に輝く無数の星を支えているのだろうか？ 

誰が空の天幕から太陽を導き出すのだろうか？ 

太陽が登り、輝き、遥か彼方から私達に笑いかけ、 

そして、さながら英雄のように軌道を辿って行く。 

 

(クリスティアン・フェルヒデゴット・ゲレルト) 

 

（２） 野ばら（シューベルト） 

荒野の可愛いバラに。少年は一輪の可愛いバラ

に目を留めた。 

そのバラは初々しく朝のように美しかったので、

近くで見ようと少年は、歩み寄り、 

喜びで胸をふくらませて眺めた。バラ、バラ、

赤くて可愛いバラ、荒野の可愛いバラ。 

  

少年が「荒野の可愛いバラよ お前を折るよ！」

と言った。 

バラは、「私をいつまでも忘れないようにあな

たを刺すわ、私は折られるのは嫌よ」と答えた。 

バラ、バラ、赤くて可愛いバラ、荒野の可愛い

バラ。 

 

だが、乱暴な少年はその荒野の可愛いバラを折

ってしまった。 

バラは、抵抗して刺したけれど、「痛い」とか

「ああ」と言っても助けにはならず、耐えるし

かなかった。バラ、バラ、赤くて小さなバラ、

荒野の可愛いバラ。                      

(ヨハン・ウ”ォルフガング・フォン・ゲーテ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シューベルト ベートーベン ゲーテ 
ゲレルト 
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1）能登半島地震 

1−１） 救援募金 

1 月 13 日、14 日、20 日、21 日の募金は 324,254 円、カリタスジャパンに送金しました。ご協力ありが

とうございました。 

今後の継続支援は、下記の送金先にお願いします。 

カリタスジャパン   名古屋教区（主に教会施設の修復等） 

 

 

 

 

        

1−２） 「カリタスのとサポートセンター」 

能登半島地震復興支援の活動拠点として金沢教会に、「カリタスのとサポートセンター」が、開設され

ました。当面の活動は能登半島２ヶ所のカトリック幼稚園を中心に断水中の水支援と炊き出しを行うと

の事です。ボランティアの受け入れ開始等新たな情報は、入手次第、掲示板等で案内します。 

 

2） ステラマリスの毛糸の帽子 

2−１）カリタス石巻から、今年も帽子編みを続けたいとの連絡がありました。 また、末吉町教会手芸部の

皆様から、段ボール箱３箱のカリタス石巻向けの毛糸を寄付いただきました。昨年の戸塚教会信徒の皆様か

らの寄付分と合わせて、カリタス石巻の編み手さんグループに、2 月中旬に送ります。 

2−２） 次回の毛糸の帽子サークルは、2 月 28 日（水）13 時から 

2 階の集会室です。帽子編みに興味のある皆様、ご参加ください。 

 

3）「福島やさい畑」販売支援 

  次の販売日は、2 月 25 日（日）9 時半〜12 時です。 

冬野菜とおいしいイチゴにご期待ください。 

 

４）第五地区証し部門の集まり 

1 月 28 日午後、戸塚教会に田丸神父様、久我神父様、シスターS をはじめ第五地区の諸教会から 16 名が

集いました。田丸神父様の講話のテーマ、「今、世界に教会が必要だとしたら、それはなぜですか？」と

言う問いかけをもとに、分かち合いをしました。 

参加者は、毎日の生活での体験を通して、自分をお捧げして、愛の証しをしていく事が大切なのだと、

各々、学びがありました。 

 

５）戸塚教会お任せパック 

  お任せパックの新たな申し込み等、問い合わせは、福祉部員までお願いします。 

 

 

福祉部からのお知らせ 
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復活祭パーティのイースターエッグ 

3 月 31 日(日)復活祭パーティのイースターエッグは、今年も部で用意いたしま

すので、当日、お持ちにならないようにお願いします。 

四旬節練成会Ⅱ 

3 月 3 日(日)ミサ後１１：００〜１３：００頃に、聖堂にて開催します。 

タイトルは「交わりの場としての戸塚教会」：第 2 回共同宣教司牧の学び直し 

導入のお話は田丸神父様（約３０分）。その後グループに分かれて分かち合いを

行います。（約１時間） 

ぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事親睦部からのお知らせ 

教学部・福音宣教部からのお知らせ 
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教会委員会からのお知らせ  

 

 

 

 

毎月の教会委員会・議事内容について 

＜2月度定例教会委員会（2/11）＞ 

【協議事項】 

 （１) ２月ミサ行事日程表の確認（典礼部） 

（教会便りには確認後の内容を掲載） 

（２）堅信式対象者に対するアプローチの方法 

〇前回の委員会に引き続き、対象者への教会との心

理的距離感を縮めるような接触の方法について協議

した。 

〇田丸神父様の承諾を受けて、教学部・典礼部が共

同で堅信式に向けた準備を検討した内容は次の通り 

 ◆中高生向け：対象 24 名、田丸神父様のご指導。 

準備講座は全 4 回を予定（6 月、7 月、9 月、11

月）、補習は個別対応 

 ◆成人対象：信徒がリーダー役を務める。対象：

166 名（19 歳〜90 代まで） 受堅希望のアンケー

トを取る前に、典礼部が検討中の教会との繋がりが

薄れてしまった信徒との交わりを深める試みを、未

受堅者に対する堅信希望の促しとなることを期待

し、実施に向けて典礼部と協働している。堅信準備

講座は 9 月〜11 月にかけて 4 回ほどを予定してい

る。 

〇上記内容を受けて意見交換した。主な意見は以下 

・「教会との繋がりが薄れてしまった」信徒には、

いわゆる 2 世信徒が多い。連絡網から漏れている、

または連絡が届いても返信しない、というパターン

が多いと想定する。 

・「教会との繋がりが薄れてしまった」信徒との交

わりを作り出すためには、案内の第一報で受堅希望

の有無を問うのではなく、 その前の呼びかけが必要

と考え、目的に適う信徒間の交わりを再び深めるき

っかけづくりとなるような会の開催をめざしてい

る。「教会との繋がりが薄れてしまった」信徒にこ

の会への参加を呼びかけることとしている。この件

については、詳細が定まったのち、適切なタイミン

グで信徒の皆様へのアナウンスを行う予定。 

(3) 新規の信徒養成講座立ち上げ(福音宣教・教学） 

・「戸塚教会講座刷新の会」（仮称：田丸神父様、

福音宣教部、教学部、横浜司教区共同宣教司牧委員

による協働）において信徒主導の信徒養成講座につ

いて昨年 9 月より検討を重ねてきた。いくつかの新

規講座開催に向けて具体的な検討段階に入っている

が、まずはご復活後の 4 月頃から次の講座を開催し

たいとの考えについて、以下の議論を行った。‘ 

◆「教皇フランシスコの文書を読む会」 

教皇フランシスコの文書を学び・祈ることを基本

に、「使徒的勧告 喜びに喜べ：現代世界における 

聖性」から始め、継続的に相応しい文書を選ぶ。福

音宣教部委員が案内役を務める。開催頻度、日時は

未定。(昨年度に非公式であるが、先行実施済) 

・時期は復活祭の後の 4 月以降を考えている。 

・開催に向けては、信徒の中からファシリテーター

等のご協力、ご支援を仰ぎたい。 

・3 月の教会だよりにご案内の記事を掲載したいの

で、広報部に協力をお願いする。 

 

［報告事項］ 

【財務部】 

①１月１５日に教区への 2023 年度決算資料の作成

と提出。 

②能登地震義援金￥100,000 1/17名古屋教区に振

込。 

③世界こども助け合いの日献金 \69,000 を 2/6

横浜司教区に振込みました。たくさんのお祈りとご

協力をありがとうございました。 

④四旬節愛の献金（指定献金） 2/14（灰の水曜日）

～3/28（聖木曜日）ミサ前まで実施予定。多くの皆

様のご協力とお祈りをお願いいたします。 

【管財部】 

①地下駐車場の天井等の LED 化の検討を開始。見積

りを業者に依頼中。見積り途中だが、予算を超える

場合、今年度実施する内容を再検討する。 

②教会南側道路と斜面（国有地／青地）除草と排水

溝に溜まった土砂の撤去について、戸塚土木事務所

に相談した。回答は以下の通り。 

・斜面への除草シート設置は市としては予算がなく

困難だが斜面の草刈りについては新年度予算で検討

するので草の伸びる6月以降を目処に相談してほしい 

・排水溝の土砂の除去は被害が出ている訳ではない

ため対応は難しい。 
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以上、市としての青地の保全対応は難しいことが判

明した。 

③コピー機のリース契約が 3 月で終了。来年以降は 1

年毎のリース契約となるが、修理費は別払いになる。

コピー機は現在の B5 用紙の印刷や両面印刷で紙が詰

まりやすい等の問題があるので、業者に3月までに保

守してもらうべき。総務にて受付経由で対応いただ

くこととした。 

④エレベータ点検でグランドパッキンの劣化を指摘。

来年度以降交換を検討する。 

【典礼部】※ミサ行事予定表も参照ください 

①「祈りの会」教学・典礼・・・1/21(日)10 時ミサ

後 久我神父様のご指導。9 名が参加 

②横浜教区典礼研修会・・・2 月 12 日(月・祭)10：

00〜15：30（昼食は各自持参）/藤沢教会 24 名申

込み 

③灰の水曜日・・・2 月 14 日 (水 )10 時ミサ 

※2/8(木)聖母の園にて灰作り（典礼から 3 名参加）  

④合同入信志願式・・・2 月 18 日(日)15：00〜/藤

沢教会 司式：梅村司教様  

⑤十字架の道行き・・・四旬節期間中の毎週金曜日、

10 時ミサの後（2/16、３/１、８，15，22） 

⑥ゆるしの秘跡・・・3/5(火)〜3/9(土)14時〜15時

（田丸神父様） ※受付にて事前申込み 

 3/10(日)11時〜12時30分（日野神父様/中和田） 

※当日受付 

⑦サンパウロ出店・・・3/10(日)9 時〜12 時 ※教

会前庭、雨天は教会ロビーとなります。 

⑧「祈りの会」教学・典礼・・・3/17(日)10 時ミサ

後 久我神父様のご指導。 

⑨聖週間の典礼 

 ・受難の主日（枝の主日）・・・3/23(土)16 時、

3/24(日)10 時  

 ・聖木曜日・・・3/28(木)19 時 ※洗足式 

 ・聖金曜日・・・3/29(金)19 時 

 ・復活徹夜祭・・・3/30(土)19 時 

 ・復活祭・・・3/31(日)10 時 

【教学部】  

①3/3(日)ミサ後：四旬節練成会について 

（教学・福音宣教部からのお知らせの通り） 

②堅信式にむけての準備について（教学部・典礼部） 

（協議事項の通り） 

③1/13(土)  11：00〜12：00 Zoom を使って

信仰を深める講座 田丸神父様 

④1/17(水)  14：00〜15：30 祈りを深める分

かち合いの集い 田丸神父様 

⑤2/17(土)  11：00〜12：00 Zoom を使って

信仰を深める講座 田丸神父様 

⑥2/21(水)  14：00〜15：30 祈りを深める分

かち合いの集い 田丸神父様 

【広報部】 

活動部の報告や信徒大会関連、新地区割の実施等を

掲載予定、２月中を目途に原稿をお願いします。 

【行事親睦部】 

（行事親睦部からのお知らせの通り） 

 

【四旬節 愛の献金（財務部）】 

教皇は毎年、四旬節に向けてメッセージを発表し、

キリストを信じるすべての人が四旬節の精神をよく

理解して、回心と愛のわざに励むよう呼びかけます。

この呼びかけにこたえて日本のカトリック教会は、

虐げられ、差別され、見捨てられ、いのちの危機に

さらされている人たちとの共感を大切にするよう一

人ひとりに訴えるとともに、四旬節中の「愛の献金」

を奨励しています。 

 この「愛の献金」は、カリタスジャパンを通して

海外諸国と日本各地に送られ、難民や孤児、そして、

貧困、失業、飢餓などに苦しむ多くの人々のいのち

を守るために、また彼らの自立を助けるために使わ

れます。 

戸塚教会では四旬節中の主日のミサの時に献金を行

います。皆様のお祈りとご協力をよろしくお願いい

たします。 
 

※次回教会委員会は ３/1０(日) １１：１５〜 

 


